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2Mp-7 本縫いミシン糸の力学特性とミシンの糸張力との関係

　　　　　　　　　　　　　　　　奈良女大家政　○森美友喜、丹羽雅子

目的:衣服の外観の美しさは、布の物理的性質のほかに縫目の形態によっても左右される。この縫

目形態に影響を及ぼす要因として、布、縫糸の物性、ミシンの糸張力や縫製速度、押さえ金の圧力

などの縫製機器の条件設定などが挙げられる。本研究では、良い縫目を形成するためにミシン糸が

備えるべき性質の範囲を明らかにするとともにそれらが上糸張力に与える影響について考察する。

方法:国内外の縫製工場から約60種の本縫いミシン糸を収集した。各縫製工場において、使用する

ミシン糸の選定の基準を調査し、これらの意見に基づいて本縫いミシン糸の力学特性の測定項目お

よびm定条件を設定して全ての糸の特性を測定した。これらの糸の中から特徴ある性質を持つ糸を

選び、4種のミシンについて布を一定にして良い縫目の得られるように上糸調子を調節した時の各

縫糸の静的な上糸張力を測定し、縫製後官能評価によりｼｰぴｸ切ﾝｸﾞ値を得て、各条件における縫

糸の物性、糸張力、>/-ﾑﾊﾞﾌｶ'Jﾝｸﾞ値との関係を捉えた。また上糸調子ダイヤルを一定にして試料糸

の上糸張力を測定し、糸の力学特性との関係を考察した。

結果:縫糸の備えるべき性質として引張り、曲げ、針との摩擦特性を取り上げる必要のあることが

判明し、これらの特性値は広い範囲に分布した。ミシン機種によるｼｰiﾊﾞｯﾘﾝｸﾞの差は、ミシン糸

の力学物性による差より有意に大きく、また'jｰ3j＼' ﾂｶﾝｸﾞに及ぼす糸の力学特性の影響は、使用す

るミシン機種によって異なる。縫糸、ミシン機種が異なった場合、上糸調子ダイヤルを同じにして

も糸張力が異なり、また糸張力が同じでもｼｰﾑﾊﾟｯｶﾘﾝｸﾞ値が異なるため、糸張力とｼｰ1ﾊﾞｯｶﾘﾝｸﾞとの

間に単相関は認められない。上糸調子ダイヤルを一定にした場合の上糸張力には、縫糸の引張り、

針との摩擦特性が関係することなどが分かった。

2Mp－8 　　　羊毛敷布団わたの繰l)返し圧縮による性能変化
第3 報　着用模擬試験によるモデル布団の形態保持性の評価
　　　　　　滋賀大教育○輿倉弘子、新潟大教育　鋤柄佐千子、
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目的：羊毛敷布団め形態保持性能と寝心地の客観的な評価を行うことを目的として、第1
報ではモデル布団の繰り返し着用による形態変化を捉え、第２報では布団れたの圧縮性に
関する特性値化を試みた11。本報では、第1報の着用試験結果に基づく着用模擬試験法を
設定し、これによるモデル布団の形態変化と羊毛繊維の力学特性との関係、試験中の温湿
度条件の形態変化への影響を捉え、布団の性能設計と使用法の基礎資料を得る。

試料：前報同様、敷布団の標準寸法(Ii2iii)の0. 15倍寸法のモデル布団を試料とした。中わ
た重量はHfの(0. 15)'倍、側地はガーゼを用いた。中わた素材は繊維直径と純m形態の異
i-s.る羊毛わた7種類、比較としてポリエステル(PET)、木綿わたを選定した。

方法:28℃の恒温器の中でモデル布団に就寝時の平均圧力を想定した3. 5if/ciii'の荷重を７
時間負荷する。この時発汗を想定して4ccの水分量を含浸させたろ紙を挟む場合を湿潤法と
する。除重後ii℃ii%uの恒温恒湿室で□時間放置する。除重直後と□時間後に厚さと重量
を測定する。１サイクルを７日間連続変形７日間恒温恒湿室内放置とし。３サイクル繰り
返した。単繊維の力学特性は、繊維軸と直交方向の性質としてねじり特性を計測した2)。

結果：羊毛布団の着用試験にi.る厚さの減少は着用模擬試験湿潤法によりほぼ再現され、
有意な相関が示された。特に厚さが減少し易い試料を選別する試験法として有効であった。
羊毛繊維のせん断弾性率の小さいものは厚さが減少し易い傾向が捉えられた。羊毛布団は
厚さの回復中に吸湿する場合は含水率の増加が大きい程、回復中に放湿する場合は含水率
の減少が大きい程回復する傾向が捉えられ、湿潤状態での物性試験の必要性が示された。
1)家敢学会第a回大会要旨集､p. 178　2)井上他、繊mm、34, 356 (1993)

　212


